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本日の予定（15：10～16：00）
国際副専攻コースのカリキュラム等説明（20分）

（国際センター教授 岡村郁子）

国際副専攻コース選考にかかる事務手続き等説明（5分）

（国際副専攻事務局）

国際副専攻コース入学後選考の概要（10分）

（国際センター准教授 佐々木リディア）

国際副専攻コース履修生による紹介（10分）

（国際副専攻コース履修生）

事務連絡等



グローバル人材とは？



東京都立大学の考える
グローバル人材とは

高度の専門知識
と

確かな国際的コミュニケーション力や
多様な文化に適応可能な実行力

を 持つ人材です。



グローバル人材
育成

主専攻 国際副専攻

東京都立大学のグローバル人材育成

グローバル人材の二つの要件とは？

グローバル
人材



東京都立大学の国際副専攻コース

人文社会学部
主専攻
人文社会学科、人文学科

都市環境学部 地理環境学科、都市基盤環境学科、建築学科、
環境応用化学科、観光科学科、都市政策科学科

国際副専攻

システムデザイン学部 情報科学科

経済経営学科

国際副専攻科目

海外留学

高度の
専門知識

高い国際的な
コミュニケーション能力

経済経営学部

法学部 法学科

理学療法学科、作業療法学科健康福祉学部



国際副専攻コース
Global Education Program

の概要



国際副専攻の標準的な履修モデル

٭ 所属における主専攻の履修や留学の時期等により
４年間で卒業できない場合があります。

２年次後期～３年次前期に
1年間留学する場合

 

Study Abroad （One Year )
from the 2nd Year

  



（１）海外留学前

少人数で履修します

主に英語による国際副専攻科目を

Introduction to Academic 
Writing Skills（夏期集中）

English for Studying 
Abroad

（入試区分により 夏期集中）

Academic Writing 
Skills 1

Academic Writing
Skills 2

Globalization and
 Japan

Academic Discussion
Skills 

＊留学後にも履修可能

Foundation  
Seminar

 緑は必修科目、赤は選択必修、白は選択。留学前後と留学中あわせて26単位を習得

English for 
Academic Purposes

主専攻部局か
らの提供科目
（留学後にも
履修可能）



（２）海外留学

海外協定大学等で６単位以上の科目を履修します。

春または秋の大学内選考を経て

例： ２年次の秋（1年の秋募集）
３年次の春（2年の春募集）から
※学部・学科により留学推奨時期が異なります

半年間 または 1年間

IELTS
6.0 ～ 6.5

TOEFL iBT
80 ～ 90

 大学内選考は、一般学生と同一の募集要項により実施されます。
 留学期間は、主専攻ごとに推奨する時期が異なります。

英語圏への
留学の場合



海外留学先の大学 (協定校）において
海外留学認定科目6単位を取得

世界諸地域 (北米、欧州、オセアニア、アジア）

交換留学 26カ国 63大学

派遣（非交換型）留学 2カ国 3大学

オーストリア
ウィーン大学 台湾

国立台湾師範大学



（３）海外留学後

英語による国際副専攻科目をさらに履修し、
合計26単位を修得すると国際副専攻修了

Advanced Seminar Advanced 
Academic Writing 

Career Experience
*留学先大学での履修も可能

Academic Discussion
Skills 

＊留学前にも履修可能

 緑は必修科目、赤は選択必修。留学前後と留学中あわせて26単位を習得

主専攻部局からの提供科
目（留学前にも履修可能）



主専攻と国際副専攻を履修すると

学費が高くなるのでは？

留学費用は？



まず、
国際副専攻を履修しても

追加の授業料は不要です！

さらに、

国際副専攻履修者の一部対象者向けに

・５年目授業料不徴収制度

・派遣型留学生向け奨学金

も準備しています。

これに加え、通常の派遣留学生向け
の経済支援も併せて受給が可能です



国際副専攻コースを
履修するには？

①グローバル人材育成入試
or

②入学後の選考に合格
（①のグローバル人材育成入試以外の入学者が対象）



入学後選考について（応募資格）

（１）以下の学部・学科に所属する１年生

学部 学科

人文社会学部 人間社会学科、人文学科

法学部 法学科

経済経営学部 経済経営学科

都市環境学部
地理環境学科、都市基盤環境学科、
建築学科、環境応用化学科、
観光科学科、都市政策科学科

システムデザイン学部 情報科学科

健康福祉学部 理学療法学科、作業療法学科



入学後選考について（応募資格）

（２）英語能力について、次のいずれかのスコアを有すること
（CEFR B2以上。申込締切日より過去２年以内のスコア）

・ケンブリッジ英語検定 160以上
・実用英語技能検定準１級2300以上、１級2304以上
・GTEC（Advanced, CBT） 1180以上
・IELTS 5.5以上
・TEAP 309以上
・TEAP CBT 600以上
・TOEFL iBT 72以上
・TOEIC L&R/TOEIC S&W 1560以上

！詳細は募集要項を必ずご確認ください！
現在該当スコアがない方は、いずれかの外部英語試験を

受験の上、応募時にスコアを提出してください。



入学後選考について（スケジュール）

！詳細は配布資料の履修生募集要項を必ずご確認ください！

募集等日程

募集期間 4月13日（月）～5月18日（月）17:00まで

第1次選考結果発表日 6月5日（金）10:00

第2次選考日（小論文） 6月11日（木）6限

第2次選考日（面接）
6月17日（水）6限、6月18日（木）6限
（上記いずれか１日のみ）

合格発表日 7月22日（水）10:00

履修ガイダンス
（副専攻コース履修申出手続）

7月24日（金）6限

夏季集中授業「English for Studying 
Abroad（必修）」を履修

8月31日（月）～9月4日（金）1限～3限（予定）

夏季集中授業「Introduction to 
Academic Writing Skills（選択必修）」を

履修（任意）
9月7日（月）～9月11日（金）2限～4限（予定）

後期開講科目を履修 10月1日（水）～



入学後選考について（第一次選考）
提出書類により選考

6月5日（金）選考結果発表

・国際副専攻コースを志望する理由を英語で記載



入学後選考について（第二次選考）

小論文（英語）：6月11日（木）6限（予定）

7月22日（水）選考結果発表
→ 合格した人は国際課からの案内に従い、

必ず履修申請をしてください。

面接（対面）：6月17日（水）6限、6月18日（木）6限（予定）
（上記いずれか1日のみ）

・電子辞書等の持ち込み不可
・試験時間：60分
・500words程度
・手書きによる回答

・英語により15分程度実施
・口頭試問含む



入学後選考について（応募方法）

募集期間：2026年4月13日（月）～5月18日（月）17:00まで

提出書類：①国際副専攻コース履修申請書 兼 志望理由書
   ②外部英語検定試験の成績証明書（原本または写し）

※ 提出書類は原則返却しません。

提出方法：国際交流会館1階 国際課A事務室窓口
又は 国際副専攻担当（ko-fukusenko@jmj.tmu.ac.jp）宛に

メールで提出



国際副専攻に関する情報掲載

東京都立大学 国際副専攻 検索

国際センターHP内の
国際副専攻ページをご確認ください。

https://www.ic.tmu.ac.jp/mip/mip.html

国際副専攻に関する問い合わせ先

E-mail：ko-fukusenko@jmj.tmu.ac.jp

https://www.ic.tmu.ac.jp/mip/mip.html
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